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No.１８２ 

 

９月 

やまもも会員 

９月現在 62名 

(内 賛助会員 4名) 

３) 

 

 

   

   

   

   

 (内 賛助会員 ３

             

＜要約筆記 高知・やまもも の できごと＞ 

平成19年 

（2007） 

・高知県委託事業  要約筆記奉仕員養成講座開講 

・派遣数 51 件（含 養成講座講師派遣） 

・かたつむり国語教室支援 

・助成：独立行政法人福祉医療機構 

・会長 武市親典 就任     

 

 
 

 

  

  

 

            「たった１文字」の再確認 

                          理事  小倉雅子 

 困った。 

県外へ帰省する２日前に９月号の広報原稿の当番だと知った。６日間の帰省からこちら

に戻ったのが一昨日。さて原稿をと机に向かうけれど何も浮かばない。久しぶりの仕事疲

れか帰省疲れか、近づく台風 19 号、続く 20 号の湿った蒸し暑い空気のせいか、いや孫疲

れかもしれない。いや、ただの発想力・文章力・語彙力の乏しさによるものだろう。そし

て我が家は普段の何倍もの荷物であふれ、なんだか落ち着かない。何かを生み出すには環

境整備も必要だとつくづく思う・・・・・と御託を並べても締め切りは明日。とにかく今

夏の収穫として心に留めておきたい現任研修での全要研、山岡講師の言葉を紹介したい。 

『その場で伝わることを第一に、利用者の目的達成のための専門性であること。その漢

字１文字を書かなければ、他のことが入る。そう考えて、自分のロールを見直す。見直し

をしながら前に進む、それが専門性を維持することになる』 

 我々の上げた文字はその場で伝わり、情報保障を求める聴覚障害者の思いに応えられた

だろうか、社会参加を後押しできているだろうか。聴覚障害者への責任ある情報保障を考

えたとき、我々も基礎を確認しながら、お互いに切磋琢磨し進歩していかなければならな

いと思う。 

講師の言葉で、専門性を維持すること、つまり現任であり続けることは実は大変なこと

だと実感した。「たった１文字」もおろそかにしない通訳者魂を見せつけられた気がした。

「たった１文字」の大切さを思い出させてもらった。覚えていても機能しなければ意味が

ない。だから、現任研修や勉強会を自己啓発のきっかけとしたい。いい加減な文字は流せ

ないのだと自己を戒める貴重な機会だから。そこには派遣現場だけでは得られない気付き

がある。 

目標は遠いが不要な１文字は削除し、的確な１文字が表出できる通訳者になりたい。 
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 ********************************************************************************************* 

              三原則        要約筆記「さくら」代表 川田栄子  

平成 30年度要約筆記者現任研修会を受講。音声を受信できない、そのことをサポートする社会福祉サー

ビスとは音声情報を文字で伝える事であり、読んですぐ理解できその場ですぐ伝わるこが重要。聞こえな

い事をその人のせいにしないことだ。1回目は基礎を確認する内容で表記による文字情報は読みやすさが求

められる。崩さずに書く、文字の大きさの意識、行間、字間の一定、簡潔な文の表現などの要約技術を身

につけることが説かれた。その場で通訳を達成するため、知識と技術が欠かせない。現場を考えることも

大事だと、そのことは楽しいなら楽しさを、研修ならしっかり研修がわかる文字で伝えることだ、速く正

しく読みやすくのバランスを保つことで締めくくられた。

****************************************************************************************** 

      

***********************************************************************************************                                             

   大雨と台風の影響で    講座担当  小笠原文香 

７月８、22 日に大雨と台風の影響により講座を休講した。昨年も同じようなことがあったが、どんなに

私達の生活が便利に豊かになっても自然には抗えないのだと思い知らされる。通り過ぎてみれば、開講でき

たのではと思う同時に、事なきを得てホッと胸を撫で下ろす。休講の代替日は、外部講師の日程は変更せず、

内部講師でやりくりをしているのですが、大半が有職者で調整がなかなか。受講生の皆さまには終日、土日

連日とハードなスケジュールになりご迷惑をおかけしますが、是非とも受講くださいますようお願いしま

す。本格的な台風シーズンを迎え、今後の講座が予定通りに開講できるようにと祈るばかりです。 

***********************************************************************************************    

              広報あれこれ     広報担当   松村滋子  
 妙齢の４名の 
    
 
 
 
 
 
 
 

 

第２回・要約筆記者現任研修を終えて    要約筆記「さくら」  岡本 起代 

「鼻から４つ息を吸って、お腹が膨らんでいることを意識して！はい、１、２、３、４」本日の講師、フ

リーアナウンサー・花房果子氏の歯切れの良い明るい声が会場に響く。いつもとは違った雰囲気の研修会場

。『聞き取りやすい会話とことば』をテーマに腹式呼吸の実技、明るい発声、標準語と土佐弁のアクセント

の違い、鼻濁音や無声音などについて楽しく学ぶ。日頃、音訳や読み聞かせ、コーラスなどに関わっている

身にはどれも大事なポイントばかり！ひとことも聞き漏らすまいとペンを走らせる。初心に返り、発音や言

葉遣いの大切さ、奥深さを改めて学んだ有意義な１時間半であった。またとない貴重な機会をいただいたこ

の企画に心から感謝申し上げたい。テンポよく淀みのない花房氏のご講演は、まさしく『聞き取りやすい会

話とことば』そのものであった。 

 

 

 

 

 

 

 

*********************************************************************************************** 
 

＜みな様へ お願い＞ 

①30年度会費の入金がまだの方は振込みをお願いします。 

 ②住所、緊急連絡先等に変更のあった方は 

  管理・小倉までご連絡をお願いします。 

TEL 088-856-8457 ・  FAX 088-845-2585 

Mail  ogura_annko_0207@yahoo.co.jp 

 

 

 

 

            広報あれこれ      広報担当  松村滋子 

 毎月の広報は妙齢の５名の女性が担当している。原稿は会員のみならず広く他サークルなどの方々

のご協力で発行できているが、１面は各理事が交代で事業について報告。２面は時勢の話題や事業へ

の感想など。３面は「人・ヒト・ひと」欄でその時々の会員を紹介。また、会員のお勧めの図書。４

面は活動報告・予定を主とし、最後に編集後記として「まっこと」を掲載。発送作業は木曜会参加者

の協力を得て皆さんのお手元に届く。広報は会員のつながりの要の役目もあると担当は認識し、読ん

でもらえる内容を悩ましくも毎月目指している。原稿依頼すると、時にゲリラ豪雨にあったかのよう

な反応を示す人もいるが、なんだかんだと言いながらも原稿は期日内に届く。まことにありがたい。

感謝。今後ともよろしくお願いします。 

***** 

mailto:ogura_annko_0207@yahoo.co.jp
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◆＜高知市障害者福祉センターの駐車場＞ 

  すでにご存知と思いますが、 

同敷地内の建物の解体工事のため、 

期間中は隣接する道を隔てた東側の 

高知市の建物の駐車場が代替えと 

なっております。よろしく。 

  予定 9 月 18 日(火)まで。 

 

 
    『敬語』    菊池康人 著 講談社学術文庫 

                守 屋 優 希  

タイトルのとおり敬語に関する書籍です。敬語には尊敬語、謙譲語、丁寧語があることはなんと

なく知っていましたが、謙譲語が二つに大別されることや美化語なるものがあることは初めて知り

ました。ひょっとしたら学校で習ったのかもしれませんが、記憶の片隅にもありませんでした。「伺

う」と「参る」の違いや「ご説明いたします」は二重敬語なのか等々「そうだったのか！」と驚く

ことがたくさん記載してあり勉強になります。理論的、体系的に敬語を知るにはもってこいの一冊

だと思いました。読んでも全然身になっていないのが唯一悔やまれるところです。 

 

 

 

 

 

            読書

書     

Amazon でのお買い物は ⇒ やまもものホームページ Amazonアソシエイトから。※購入金額の一部が広告宣 

伝費として Amazonからやまももに支払われ、活動費となります。※購入金額に宣伝費が追加されることはありません。                  

敬称略    

 

■習慣／月、火、木、金と娘宅の４匹顔見に行きトイレの掃除とブラッシング。 

その後ゆっくりとコーヒーを飲み帰宅。 

■理想のタイプ／おおらかな人 

■いけないと思いつつやってしまうことは？ ／夜更かし。 

■自分の性格は？／几帳面に見えるらしいがちっとも・・。気楽に行きたいと思っているので  

         ありのままが好き。だが、ルーズは嫌いなので結構頑固かも。            

 

■趣味は？／落語を聞くこと(カセットが壊れここしばらく聞いていない) 

      読書(絵本を含む。書店には申し訳ないが結構立ち読みする。) 

■嫌いなことは？／うそ。言い訳。 

 

 

 

 

 

 

 

                  

■入会年は？／H.１５年。H.１４年にノートパソコンを買ったと友人 S(元会員)に言うと

「要約筆記サークルにPCチームができたのでぜひ入会して」と言われた。

聞こえの不自由な人のための文字通訳との説明をうける。当時は 34時間

の夜間講座が市の南庁舎であり受講。しかし難しく思い入会せず。とこ

ろが講義もされたМ(元会員)さんに度々会い熱心勧められ１年後に入会 

 

 

 
 
 

 

◆＜広報担当からお願い＞ 

  

皆さまの原稿を募集しています。 

内容は要約筆記に関することなら嬉し

い意見から辛口の意見まで、何でも結構で

す。どうぞお寄せください。    担当        

 
 

 

★”・・らしい“ではなく、几帳面に見えます！って。かつて、事

務局に就任し運営の整理を一手に引き受け、窓口の一本

化を成したことは、その後を考えると功績、大。なかなか

真似できることではありません。女史という風格がありま

す。女史はネコ好きな一面もあります。私と同じ。 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RiouHAYDBX8BEAXjuU3uV7/SIG=12i19ripd/EXP=1462874688/**http:/coliss.com/wp-content/uploads-2011-2d/2011090707-02.png
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1487334033/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuc2lsaG91ZXR0ZS1pbGx1c3QuY29tL3dwLWNvbnRlbnQvdXBsb2Fkcy8yMDE2LzA1LzgxNy0zMDB4MzAwLmpwZw--/RS=^ADBxQTmyim.rH1oiAoUgXQ8w_n1rGw-;_ylt=A2RCL6EQmaVYRUEAhjiU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1500008673/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL21lZGlhLmlzdG9ja3Bob3RvLmNvbS92ZWN0b3JzL3dvb2Rlbi1zaWduYm9hcmQtdmVjdG9yLWlkNDg0ODg5MDcw/RS=^ADB5uiMUtYWU9VBxL.ptDIcMTxHFn8-;_ylt=A2RCL6Zg_2ZZoH0AvAiU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1515976264/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2lsbHVzdGsuY29tL3dwLWNvbnRlbnQvaW1nL2lsbHVzdC9zaW1wbGVfdW1lX2Zsb3dlcjAyLnBuZw--/RS=^ADBLR13l3A1AtkfpRAymTK6ndupTtY-;_ylt=A2RivQLIpFpaaFEA3CaU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1515976264/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2lsbHVzdGsuY29tL3dwLWNvbnRlbnQvaW1nL2lsbHVzdC9zaW1wbGVfdW1lX2Zsb3dlcjAyLnBuZw--/RS=^ADBLR13l3A1AtkfpRAymTK6ndupTtY-;_ylt=A2RivQLIpFpaaFEA3CaU3uV7


30 年９月 活動予定  

日・曜  会 合 名 時 間 場 所 

1日（土） 要約筆記者養成講座 第 16 回 9：30～12：30 障害者福祉センター 

1日（土） 理事例会 13：30～15：30 障害者福祉センター 

2日（日） 要約筆記者養成講座 第 17 回 9：30～12：30 障害者福祉センター 

2日（日） 開館記念講演 3 14：00～15：30 オーテピア 

8日（土） 土曜会 10：00～12：00 障害者福祉センター 

8日（土） 中途失聴者・難聴者の会 13：30～15：30 障害者福祉センター 

9日（日） 要約筆記者養成講座 第 18 回 9：30～12：30 障害者福祉センター 

15日（土） 開館記念講演 4 14：00～15：30 オーテピア 

16日（日） 要約筆記者養成講座 第 19 回 9：30～12：30 障害者福祉センター 

20日（木） 木曜会 10：00～12：00 障害者福祉センター 

22日（土） 要約筆記者養成講座 第 20 回 9：30～12：30 障害者福祉センター 

24日（月） 開館記念講演 5 14：00～15：30 オーテピア 

27日（木） 木曜会 10：00～12：00 障害者福祉センター 

30日（日） 要約筆記者養成講座 第 21 回 9：30～12：30 障害者福祉センター 

30 年８月  活動追加 

日・曜 会 合 名 時 間 場 所 

4日（土） ＰＣ勉強会 13：30～16：30 塩見 

 

 

 

 

 

 

 

 

■
十
六
、
七
年
前
、
一
か
月
ぐ
ら
い
オ
ハ

イ
オ
州
で
生
活
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
日
常
の
生

活
が
経
験
で
き
面
白
か
っ
た
。
あ
る
日
「
芳
原
の
家
を
見
せ
ま

し
ょ
う
か
」
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
覗
く
と
何
と
芳
原
の
我
が
家
が

写
っ
て
い
て
驚
い
た
。
そ
の
と
き
ナ
ビ
と
い
う
言
葉
を
初
め
て

知
っ
た
。
先
日
友
人
の
不
動
産
屋
さ
ん
の
事
務
所
で
雑
談
を
し

て
い
た
ら
、
横
で
「
土
佐
市
で
す
か
。
番
地
は
？
あ
っ
、
あ
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
す
ね
」
と
ナ
ビ
を
見
な
が
ら
商
談
を
進
め
て

い
た
。
今
は
こ
の
風
景
は
珍
し
く
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

す
ご
い
世
の
中
に
な
っ
た
も
の
だ
。
（
美)

■
高
新
の
声
の
ひ
ろ

ば
で
「
ビ
キ
ニ
裁
判
を
傍
聴
し
て
」
を
見
て
「
平
和
な
る
岬
の

ご
と
く
白
波
の
寄
せ
い
る
も
憎
し
核
実
験
の
島
」
と
詠
ん
だ
六

十
年
も
前
の
愚
作
を
い
き
な
り
思
い
出
し
た
。
テ
レ
ビ
で
観
た

ビ
キ
ニ
環
礁
の
静
か
な
風
景
に
違
和
感
を
覚
え
た
。
だ
が
、
数

百
隻
の
漁
船
が
被
爆
し
て
い
た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
嘘
に
塗

り
込
め
ら
れ
た
報
告
資
料
で
苦
し
む
人
た
ち
、
地
道
に
調
査
し

真
実
を
明
ら
か
に
し
た
人
た
ち
、
真
実
を
明
か
せ
な
か
っ
た
人

た
ち
。
た
だ
、
眠
れ
な
い
私
。(

善)

■
酷
暑
。
豪
雨
災
害
。
そ

の
上
、
逆
走
台
風
と
不
快
な
こ
と
が
多
い
。
け
れ
ど
八
月
に
入

り
畦
道
に
熟
れ
た
稲
の
香
り
が
す
る
。
昔
の
稲
刈
り
は
十
月
末

～
十
一
月
だ
っ
た
。
曾
祖
母
が
新
嘗
祭
に
と
新
米
を
手
に
し
た

笑
み
を
思
い
出
す
が
、
今
は
皇
室
の
行
事
に
の
み
か
。
ま
た
恐

る
恐
る
落
ち
穂
を
つ
い
ば
ん
で
い
た
小
鳥
が
堂
々
と
稲
穂
を
食

べ
、
鳩
は
傍
ら
を
歩
い
て
も
飛
ぶ
素
振
り
す
ら
な
い
。
や
は
り

何
か
が
お
か
し
い
。(

滋)

■
九
月
。
次
年
度
の
予
算
を
組
む
月

に
な
っ
た
。
現
任
研
修
も
終
了
。
講
座
も
半
ば
に
さ
し
か
か
る
。

ま
こ
と
月
日
の
流
れ
る
速
さ
。
送
る
月
日
に
関
守
な
し
、
盛
年

重
ね
て
来
ら
ず
。
光
陰
矢
の
ご
と
し
。
歳
月
人
を
待
た
ず
。（
三) 

《
ま
っ
こ
と
》

九月歳時記 (長月 ながつき) 

 日増しに夜が長くなるので「夜長月」。それが「長月」になったといわれています。 

 １日 二百十日 ・８日 白露 ・９日 重陽の節句  

 17日 敬老の日 ・20日 彼岸の入り ・23 日 秋分の日 

 24日 十五夜  ・26日 彼岸の明け 

 


